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1．序

　ShutterはCameraの不可欲な機素であって，その良否しがOameraの性能に及ぼす

影響は極めて大きい。特に，最近のように，LeHSが非常に明るくなヴ（f値ク）進歩，

coa奄ingによる揺揺等），感光材料の感慶も飛躍的に向上して来ると，露出に対する考

へ方も根本的に変更されねばならなくなって，秀れた性能のShutterが要零される。

然るに，Shutterに就いては殆んど改良進歩が認められない現状である。

　これは，Shu℃terの機構が非常に複雑で，容易に変へる事が禺来ないのと，数百分の

一秒といふ瞬間露出の性質を正しく調べる：方法がないためである。

　筆者は，特に小型CameraのShu批erの大部分を占めるLens　Shutter（正しくは

B眈weeロThe　Lens　Shutter，以後単にShutterと呼ぶ。）に就いて，その性能を改

良する唐的で，現在のShutterの代表的な機構に就いて，その機構と，露出の性質との

閣係を調べた。

　欝，本実験に供したShutterは，第1表の如く，3型式4個である。

　　　　　　’　　　　　　　　　　築　　　1　　　表
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覆…　（1）　i現在のLens　Shutterは殆んど上の三型式である。

　　（2）以後繁雑を避けるために上の寵暑を用ふ。

　　　　　　　　　　　　　　2．案験装　置

実験装置の大略を第1図に示す。
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　第1図に於て，Aは100V，5◎OWの特殊電球による光源，　B及びCは平行線を得るた

めのCondenser，　Dは供試Shl！ttrer，　EはSlit（長さ18．8mm），　FはDrum，　GはFilm

（Paper）でその周速度は430．57mm／sec・、であった。

3．実験結　果
　　A．露出時聞及び効率の測定

　上の実験装置によると，Sh就terの開閉状態は第2図（a）の如くに記録され，露出

の時問と，Shutterを通る光量との関係は第2図（b）の如くに表はされる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2図に於て，次の如く定義する。
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　而して，有効露出時闇を単に露出記聞と呼び，

通常Shuttefの称呼露出時閥はこれを指すので

ある。

　上の定義によって，各Shu乞terの露出時聞を

測定した結果を第2表に示す。これは全開口径

が13．4mmの場合である。二二2表に於て，　T
酪Shutt・・の称呼露出時開，・は〔（T。一丁）／T〕×］00（％）を示す。
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　又，第2表の値も含めて，全開口径を変へた揚合の露出時間変化の状態を第3図に示

す。第3図に於て，横軸の数字はSh批terにStOPを附した揚合に，その全開口径を表

すもので

　1：3．4mm，2：6．8mm，3：13．4mm，4：18．8mm，5：21．5mm

である。これは，このShutterがその大部分に取付けられてみる焦点距離75mmのLenS

のCameraの場合には，そのfは
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効率の測定結果を策3表に示す○これも，
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　更に，露出聴聞の二霧・含ζ同玉猟』，

変化の状態を第4図に示づ．智。
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　　B．変動率の測定

　同一Shutteτで，繰返し檬一眠出をする菊合に，どの程度に変動するかを全鍛郵時聞

に就いて，次のようにして求めた○

　　　変動三一（最大全露出時聞）一（最小金露出時間　　　　　平均全露出時間）一・鵬）

　その結果を第4表に示す。十三4表最右欄は大体の比較の目安としたものであるび
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　　C．羽根開閉の状態及び速度

　第5図（実際は第2図と同じものだが）に於て，

（a）から（b）に移して，鍛鋼と光量の関係を示す揚

合に，OAは羽根の開閉運動の特性を表す線となり，

これが直線であるか，曲線であるか，曲線ならばOX

に対してどんな性質（凸であるとか，凹であるとか）

であるか，又AOとOXとの角がどんな変化をする

か，等はデSht1批erの能率を論ずる上に，極めて興味

深い事である。その状態を第6図（開〉及び第7図

（閉）に示す。
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　第6図，及び第7図から，夫々の場合に於ける平均速度（羽根が互ひに遠ざかり，或

ひは接近する相対平均速度）を次の如くして求め，それを第5表に示す。

　　　鞠齢鐸瞠一子齢（mm／sec．）
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4．　機構と実験結果

　Shu｛；terはその型式に応じて，夫々特長iある機構を有しているが，…般に，　Springと

Govemorで各回出時聞を得るようになっている。即ち，羽根の開閉をつかさどるLever

は最初Spr加gによって働き始め（この晴，羽根は開き始めて全開），　Govemor

（Escapementの着脱による二段階）に接し（この聞，羽根は全開している），　Govemor

を外れて元へ戻る（羽根が閉ぢる）機構である。

　この実験は何れもS｝itの：方向を，羽根開閉の方向と成る可く一致するようにしたので’

あるが，蒙；際の口径全体の揚合と幾分異る事ω＝免れ欺い。この事については将来検討を

・試みるとして，今園ほこの実験結果と機構との関係を調べて見た。

　　A－1，露黒時間（第3図）……………・．．．．・般に緩速（1／！0sec。以上）は良いが，中速

（！／25～1／100sec．），高速（1／200sec。以下）と徐々にE買◎rが大きくなっている。この

現象と機構を比較して見ると，緩速の揚合には全開露出時間が大きく影響する。これ
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は，第姻（効率）を見ても際・量刑所である。だからG・v…麟の一…段作働糊を適

当に調整すればよい。中高速につれて，開速度，金開時間，閉速度が影響して，特に，中

速ではEscapementを外れたGovemor（これは単なるBrake）の作働範囲の調整と，

開速度の相応せる増加を必要とし，高速にてはSpr無9のみによるから，この．力を損当

強大にしなければならない。撚るに，現在の各Sh厩terの機構は上に筆者が要求した

ような点を充分に有していない。特に，各Sh耽terは最高速に於て極めて悪い結果を

示している。これは，高速用のSpr三1罵の機能が如何に不充分であるかを物語るもので

ある。

　倫，（V～1）に就いては，すべてSpringのみで調速しているから露出範囲も少い。

然し，最高速が比較的良く出ているので，調速は容易である。

　　A－2，　効率（第4図）………………圃一露出旧聞の二合は，口径が小さくなるに

従って，良くなる事は明らかであるが，これも露出時間と点じく高速につれて悪い。然

し，（P～1）で1／200sec．が！／1◎Osec．より良い結果を示しているのは，幾分でも最

高速を得るた：めのS諏ngが機能を癸揮している証拠である。従って，効率に於ても，

既に述べた如き’機構を附加する事によって，絹当の陶上を期待出来る。鉤，（V～ユ）

が特に悪いのは，二枚羽根のためで，若し，S｝itを羽根開閉と直角の方向においたらも

っと良い結果を得る事は勿論である。

　　B，　変動率（第4表）………一…・…（C～ユ）は！0％以下で，この程度なら現在の

Shutter機構としては充分と考へられる。これは，このSh就terのSpring：が他のも

のに比して強大なために，摩擦，潤滑等による影響を受ける事が少ないためであらう。

従って，他のShutterにもGbve鵜⑪rの作働を乱さない程度にもっと強いSpring

を要求したい。これは露．出時閥，効率を良くするため．にも大切な事であった。叉，将来

は，姿勢差，混一の影響等についても測定して見たい。この実験はすべてユ6～18（。C）

の下に於てであったO

　　C，　羽根開閉の状態及び速度（第6図，第7図，第5表）………………1粥速度が夫

々の露出時鳥に応じて変化しない事は，既に指摘した所であるが，露出二丁の8変化に

対して，開速度は僅に2変化に過ぎない。第6図（．C～1）の1／25sec．及びV50sec．

が特異な状態を示しているのは，Leverが開く途中Gove獅orと接してしまったもの

と思はれる。撚し，何れにせよ，開速度が変化に乏しいため，効率ひいては露出時間に

悪影響を及ぼしている。

　（V～1）は，この点では一一応要求を充す状態にある。故に，（C～ユ）と（V～1）の

機構を巧みに取り入れたら，相当良いShutterが出来ると慰ふ。

5、結 び

　以上，現在のL鋤sSh蹴e頁・二就いて，種々の検討を掴へて見たが，夫々…長一短

がある。敢へて，各Shutterの綜合比較をするならば，　COMPU盈，　PRONTOR，　VARIO

の願となり，一一般に言はれている所と一致する。然し偶々の性能については，筆i者も想

像しなかったような結果が出た踊，のもある（，叉，興野に供したSh耽terは夫々数多く．

の中から偶然に選ばれたものなので，こ4）結果を以って，総てを論ずる勲ま不適当であ

るが，夫々の型式の大凡の性能は示されたと、思ふ。そして，既に，筆者が再三に亘り提

案した機構の改善，或ひは附力口によって，各Sh鴛しterは飛躍的な1生能向上を期待する
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          ON THE PROPERTIES OF LENS SHUTTER

                              By

                       Makoto ICHIKAWA

 A shuti;ef is an jndi$pensable mgchanical element and its property has

impor'tan,t･ efEects on ca.mc,ras, but the stgdy of the shutter has not yet

been ･crnade sufficiently.

 }{ercupon, o'£ the three types o£ }ens shutter (nameiy "/i･･'COMPER,
?K.ONTeR e,nd VARIe type), I have investigated the expgsure time,

exposure ethciency, expesure £luci;uation and properties and verocity when
it; is opene(/l and shut.'

 From my e.xperimenta]. results, I have pointed out the fault oS their
t

niechanism and haN･'e sugge$ted a new correct mechanism of the lens

shutter.

  Moreover, 'this experiment has been done as part of study of im-

provement of the }ens shutter.


